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中
国
研
究
集
刊 

闕
号
（
総
五
十
八
号
）
平
成
二
十
六
年
六
月　

一
︱
一
四
頁

山
片
蟠
桃
『
夢
ノ
代
』
雑
書
篇
訳
注（
五
）

岸
田
知
子

一
、
テ
キ
ス
ト
は
、
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
写
本
を
底
本
と
し

た
。
こ
れ
に
句
読
点
等
を
施
し
た
日
本
思
想
大
系
（
岩
波
書

店
）
本
を
参
照
し
た
。

一
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

一
、
コ
ト
、
ド
モ
、
シ
テ
を
記
す
記
号
は
カ
ナ
表
記
に
改
め
た
。

一
、
送
り
仮
名
・
振
り
仮
名
の
う
ち
片
仮
名
は
底
本
に
よ
る
。
平

仮
名
は
訳
注
者
が
施
し
た
。

一
、
底
本
の
欄
外
書
き
込
み
は
（
欄
外
：
）
と
し
て
該
当
箇
所
に

挿
入
し
た
。

一
、［　

］
は
底
本
で
は
章
末
に
あ
る
。
別
本
に
拠
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
岩
波
本
に
従
っ
て
本
文
中
に
挿
入
し
た
。

一
、
各
章
の
タ
イ
ト
ル
は
訳
注
者
が
つ
け
た
。
な
お
、
注
は
な
る

べ
く
わ
か
り
や
す
く
詳
し
く
書
い
た
。

十
六　
《
学
問
の
流
れ
と
読
む
べ
き
書
物
》

揚
子
ノ
我わ

が

為た
め

ニ
シ
墨
氏
ノ
カ
子ね

愛
ス
ル
①
、
表
裏
ノ
差た

が

ヒ
ニ
テ
ミ

ナ
道
ニ
背
ク
。
孟
子
コ
レ
ヲ
闢ヒ

ラ

キ
テ
廓ク

ハ
ク
ジ
ヨ如

ナ
リ
②
。
シ
カ
ル
ニ
③

此
学
荘
子
④
ニ
出い

ず

ル
ナ
レ
バ
其
聖
人
ト
端た

ん

ヲ
異
ニ
ス
ル
⑤
コ
ト
シ

ル
ベ
シ
。
シ
カ
ル
ニ
⑥
荘
子
ヲ
南な

ん

華か

真し
ん

経ぎ
よ
う

⑦
ト
号
シ
、
列
子
ヲ

沖ち
ゆ
う

虚き
よ

至し

徳と
く

真し
ん

経ぎ
よ
う

⑧
ト
名
ツ
ク
ル
⑨
後
世
ノ
羌
謬
⑩
ヲ
シ
ル
ベ
シ
。

苟
子
⑪
ノ
性
悪
ハ
孟
子
ノ
性
善
ヲ
刺ソ

シ

ル
ナ
リ
。
シ
カ
ル
ニ
⑫
孟
子

ノ
善
ト
サ
ス
性
ト
、
荀
子
ノ
悪
ト
サ
ス
性
ト
、
ソ
ノ
サ
ス
処
同
ジ

カ
ラ
ズ
。
ソ
ノ
標
的
同
ジ
カ
ラ
ザ
ル
寸と

き
⑬
ハ
善
ト
云い

う

ト
モ
悪
ト
云

ト
モ
云
次
第
ナ
ル
ベ
シ
。
ス
デ
ニ
告
子
⑭
ノ
サ
ス
処
モ
亦
荀
子
ト

同
ジ
。
揚
子
ノ
善
悪
混
ズ
ル
ノ
説
⑮
見
識
ナ
キ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
カ
。

多
ク
孟
子
ノ
外
ハ
ミ
ナ
志
情
ヲ
カ
子ね

テ
云い

ふ

寸と
き

⑯
ハ
或
ハ
悪
ト
云
混

（ 1 ）



ス
ル
ト
云
ト
モ
害
ナ
カ
ル
ベ
ン
⑰
。
荀
子
ノ
書
、
性
悪
ノ
説
ヲ
除

キ
テ
見
ル
寸と

き
⑱
ハ
老
・
荘
・
列
ノ
諸
子
ヨ
リ
ハ
愈ま

さ

ル
⑲
ベ
シ
。
説ぜ

い

苑え
ん

⑳
・
淮え

南な
ん

子じ

・
孔
叢ソ

ウ

子
・
楚
辞
㉑
ノ
類
ハ
ヨ
ム
ト
モ
害
ナ
カ
ル

ベ
シ
。
シ
カ
レ
ト
モ
㉒
孔
子
ノ
言
ヲ
引ひ

く

モ
ノ
、
論
・
孟
・
中
庸
・

大
学
ニ
出
ル
ノ
外
ハ
ミ
ナ
妄
説
也
㉓
。
決
シ
テ
㉔
信
ズ
ベ
カ
ラ
ズ
。

（
欄
外
：
諸
子
及お

よ
び

雑
書
ニ
孔
子
ノ
言
語
ト
称
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
ミ
ナ
㉕

荘
子
ノ
イ
ハ
ユ
ル
重
言
㉖
也
。）
漢
土
ハ
上
古
ノ
神
聖
ヨ
リ
、
周

公
・
孔
子
・
顔
・
曽
・
思
・
孟
㉗
ノ
大
賢
教
ヘ
ヲ
施
シ
玉
フ
ニ
引ひ

き

カ
ヘ
テ
、
戦
国
ヨ
リ
秦
・
漢
・
六
朝
・
唐
・
五
代
マ
デ
ノ
儒
者
カ

ハ
ル
〴
〵
著あ

ら
わス

処
多
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
ミ
ナ
妄
誕
杜ず

撰さ
ん

ノ
書
ノ

ミ
。
ソ
ノ
学
風
ノ
流
弊
ツ
イ
ニ
老
荘
ニ
混
濁
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
カ
ナ

シ
ム
ベ
シ
。
漢
魏
叢
書
㉘
ノ
目も

く

ヲ
以
テ
ソ
ノ
人
ナ
キ
ヲ
シ
ル
。
経

書
ヲ
注
ス
ル
人
々
且か

つ

歴
史
ヲ
編
ム
人
々
ニ
ヲ
ヒ
テ
ハ
、
孔
安
国
・

鄭じ
よ
う

玄げ
ん

・
班
固
・
馬
融
・
蔡さ

い

邕よ
う

・
何か

晏あ
ん

・
趙

ち
よ
う

岐き

・
王お

う

弼ひ
つ

・
韓
愈
ヨ

リ
シ
テ
、
孔く

頴え
い

達だ
つ

ノ
注

ち
ゆ
う

疏そ

ニ
備
ル
㉙
。
シ
カ
レ
ド
モ
猶な

お

未
ダ
㉚
カ

リ
シ
ヲ
、
宋
ノ
世
ニ
至
リ
テ
、
二
程
・
周
・
張
・
欧
・
蘇
㉛
ノ
大

賢
並
ビ
出い

で

テ
、
終つ

い

ニ
朱
先
生
ニ
極き

わ

マ
リ
、
六り

く

経け
い

ノ
旨
趣
薒サ

ン

然ゼ
ン

㉜
亦ま

た

世
ニ
明
ラ
カ
ニ
ナ
リ
ヌ
。
ソ
ノ
説
、
四
書
五
経
ノ
注
解
ヨ
リ
シ

テ
、
小
学
・
近
思
禄
・
二
程
全
書
・
語
類
・
語
録
㉝
ノ
書
ニ

詳

ツ
マ
ビ
ラ
カ

ナ
リ
。
願
ク
ハ
我
子
孫
タ
ル
モ
ノ
、
宋
ノ
諸
賢
ノ
書
ヲ
習
読
シ

テ
、
後
ニ
コ
ノ
書
ヲ
見
テ
足
ラ
ザ
ル
ヲ
補
フ
ベ
シ
。
却
ッ
テ
㉞
コ

ノ
書
ヲ
前
ニ
ヨ
ミ
テ
、
後
ニ
宋
賢
ノ
書
ヲ
読
ム
寸と

き
㉟
ハ
、
失
フ
コ

ト
多
カ
ル
ベ
シ
。
カ
ヘ
ス
〳
〵
モ
紊み

だ

ル
コ
ト
ナ
カ
レ

【
注
】

①�

岩
波
は
「
揚
子
」
を
「
楊
子
」
に
、「
墨
氏
」
を
「
墨
子
」
に
、

「
カ
子ね

」
を
「
カ
ネ
」
に
作
る
。
揚
子
は
揚
朱
、
墨
子
は
墨
翟
。

本
篇
十
二
に
既
出
。『
孟
子
』
滕
文
公
下
に
「
聖
王
不
作
、
諸

侯
放
恣
、
処
士
横
議
、
楊
朱
墨
翟
之
言
盈
天
下
、
天
下
之
言
、

不
帰
楊
則
帰
墨
、
楊
氏
為
我
、
是
無
君
也
、
墨
氏
兼
愛
、
是
無

父
也
、
無
父
無
君
、
是
禽
獣
也
」
と
あ
る
。

②�

揚
雄
の
『
法
言
』
吾
子
篇
に
「
古
者
楊
墨
塞
路
、
孟
子
辞
而
闢

之
、
廓
如
也
」
と
あ
る
。
廓
如
は
心
が
か
ら
っ
と
し
て
広
い
さ

ま
。
昔
、
楊
朱
や
墨
翟
の
教
え
が
風
靡
し
て
世
の
中
の
道
を
塞

い
で
い
た
と
き
、
孟
子
が
こ
れ
を
断
ち
切
り
、
世
の
道
を
か
ら

り
と
開
け
放
っ
た
と
い
う
。

③�

岩
波
「
然
ル
ニ
」。

④�

揚
朱
は
自
作
の
書
を
残
し
て
い
な
い
が
、『
列
子
』
に
揚
朱
篇

が
あ
る
。
こ
こ
は
『
荘
子
』
で
は
な
く
『
列
子
』
を
い
う
の
で

あ
ろ
う
。

⑤�
異
端
の
こ
と
。
な
お
「
異
端
」
は
『
論
語
』
為
政
篇
に
「
攻
乎

異
端
、
斯
害
也
已
」
と
あ
り
、
聖
人
の
道
で
な
い
別
の
学
説
の

意
。

⑥�

岩
波
「
然
ル
ニ
」。

（ 2 ）



⑦�
唐
の
天
宝
元
年
（
七
四
二
）
に
『
荘
子
』
に
『
南
華
真
経
』
が

命
名
さ
れ
た
。

⑧�

唐
の
天
宝
元
年
に
『
列
子
』
に
『
沖
虚
真
経
』
が
、
宋
の
景
徳

四
年
（
一
〇
〇
七
）
に
『
沖
虚
至
徳
真
経
』
が
命
名
さ
れ
た
。

岩
波
頭
注
で
は
景
徳
二
年
（
一
〇
〇
五
）
と
な
っ
て
い
る
。

⑨�

岩
波
は
こ
の
あ
と
に
「
コ
ト
」
が
あ
る
。

⑩�

「
差
謬
」
の
誤
記
。

⑪�

「
苟
子
」
は
「
荀
子
」
の
誤
記
。

⑫�

岩
波
「
然
ル
ニ
」。

⑬�

岩
波
「
ト
キ
」。

⑭�

十
三
に
既
出
。
性
を
め
ぐ
っ
て
孟
子
と
論
争
し
た
こ
と
が
『
孟

子
』
告
子
篇
に
出
て
い
る
。
告
子
は
性
に
は
善
も
悪
も
な
い
と

主
張
し
た
。

⑮�

岩
波
「
揚
雄
」。
揚
雄
は
『
法
言
』
に
て
性
に
は
善
と
悪
が
混

在
し
て
い
る
と
説
い
た
。

⑯�

岩
波
「
カ
ネ
テ
云
ト
キ
」。

⑰�

「
ベ
ン
」
は
岩
波
「
ベ
シ
」。
朱
子
学
で
は
性
を
理
（
本
然
の

性
）
と
気
（
気
質
の
性
）
か
ら
な
る
と
考
え
た
。
理
は
完
全
な

善
で
あ
る
が
、
気
は
情
を
生
み
、
情
は
気
の
清
濁
に
よ
っ
て
善

悪
が
生
じ
る
。
性
を
「
志
情
ヲ
カ
ネ
テ
云
」
う
こ
と
は
、
い
い

か
え
る
と
理
と
気
を
合
わ
せ
て
い
う
こ
と
に
な
り
、
善
と
悪
を

含
む
こ
と
に
な
る
の
で
「
悪
ト
云
、
混
ト
云
ト
モ
害
ナ
カ
ル
ベ

シ
」
と
な
る
。

⑱�

岩
波
「
ト
キ
」。

⑲�

岩
波
「
マ
サ
ル
」。

⑳�

漢
の
劉
向
の
著
。
春
秋
時
代
か
ら
漢
初
ま
で
の
人
々
の
伝
記
・

逸
話
を
集
め
た
も
の
。

㉑�

こ
の
三
書
は
十
二
に
既
出
。

㉒�

岩
波
「
然
ド
モ
」。

㉓�

岩
波
「
ナ
リ
」。

㉔�

岩
波
「
必

か
な
ら
ずシ

モ
」。

㉕�

岩
波
「
皆
」。

㉖�

十
五
に
既
出
。
信
頼
性
を
増
す
た
め
に
、
昔
の
聖
人
賢
人
の
名

を
借
り
て
述
べ
た
言
葉
。

㉗�

堯
・
舜
よ
り
以
来
の
聖
人
の
道
を
伝
え
る
道
統
。
顔
は
顔
回

（
字
は
子
淵
）、
曽
は
曽
参
（
子
輿
）。
思
は
孔
子
の
孫
の
伋

（
子
思
）
で
、『
中
庸
』
を
書
い
た
と
さ
れ
る
。
孟
は
孟
子
。

㉘�

岩
波
「
漢
・
魏
ノ
叢
書
」。
叢
書
は
、
こ
こ
で
は
こ
ま
ご
ま
と

し
て
ま
と
ま
り
の
な
い
書
物
の
意
。『
漢
魏
叢
書
』
と
い
う
叢

書
名
で
は
な
い
。

㉙�
岩
波
「
備
ハ
ル
」。
孔
安
国
は
漢
の
人
。
孔
子
の
十
二
世
の
子

孫
。『
古
文
尚
書
』
の
伝
（
注
釈
）
を
書
い
た
。
こ
れ
を
孔
伝

と
い
う
（
現
在
の
も
の
は
晋
の
偽
作
）。
鄭
玄
は
後
漢
の
人
。

馬
融
の
弟
子
。
多
く
の
経
書
に
注
釈
を
施
し
、
今
文
と
古
文
を

（ 3 ）



折
衷
し
た
。
班
固
は
後
漢
の
人
。『
漢
書
』
を
書
い
た
。
馬
融

は
後
漢
の
人
。
多
く
の
経
書
に
注
釈
を
施
し
た
。
蔡
邕
は
後
漢

の
人
。
琴
や
書
に
巧
み
で
「
熹
平
石
経
」
の
文
字
を
書
い
た
と

さ
れ
る
。
何
晏
は
三
国
魏
の
人
。『
論
語
集
解
』
を
書
い
た
。

趙
岐
は
後
漢
の
人
。『
孟
子
章
句
』
を
著
し
た
。
王
弼
は
三
国

魏
の
人
。『
老
子
』『
周
易
』
の
注
釈
を
作
っ
た
。
韓
愈
は
唐
の

人
。
古
文
運
動
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
宋
代
の
新
儒
学
の
嚆

矢
と
も
み
な
さ
れ
て
い
る
。
孔
頴
達
は
初
唐
の
人
。
太
宗
の
命

で
『
五
経
正
義
』
を
撰
述
し
た
。「
注
疏
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
経

の
『
正
義
』（
注
）、
お
よ
び
そ
の
注
を
疏
と
い
う
。
た
だ
、
韓

愈
は
中
唐
の
人
で
、『
五
経
正
義
』
と
は
時
代
が
合
わ
な
い
。

㉚�

岩
波
「
イ
マ
ダ
」。

㉛�

程
明
道
（
名
は
顥
）・
程
伊
川
（
頤
）・
周
濂
溪
（
敦
頤
）・
張

横
渠
（
載
）・
欧
陽
脩
・
蘇
東
坡
（
軾
）
を
い
う
。
な
お
、
前

の
四
人
に
邵
康
節
（
雍
）
を
加
え
た
五
人
を
北
宋
五
子
と
い

い
、
朱
子
学
の
先
駆
者
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

㉜�

岩
波
「
粲
然
」。

㉝�

『
小
学
』
は
日
常
道
徳
に
つ
い
て
述
べ
た
書
。
宋
の
朱
熹
編
と

伝
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
弟
子
の
劉
子
澄
の
著
作
。『
近
思
禄
』

は
『
近
思
録
』
の
誤
記
。
朱
熹
・
呂
祖
謙
の
共
著
。
程
明
道
・

程
伊
川
・
周
濂
溪
・
張
横
渠
の
著
作
や
語
録
か
ら
六
二
二
条
を

選
び
、
初
学
者
の
入
門
書
と
し
た
も
の
。『
二
程
全
書
』
は
二

程
子
の
学
説
を
述
べ
た
書
。「
語
類
」
は
『
朱
子
語
類
』
を
い

う
。
南
宋
の
黎
靖
徳
が
朱
熹
と
門
人
の
問
答
を
記
録
し
て
部
門

別
に
分
け
た
書
。「
語
録
」
は
儒
者
や
僧
な
ど
の
談
話
を
筆
記

し
た
書
で
、
俗
語
で
書
い
て
あ
る
も
の
。
前
述
の
『
近
思
録
』

や
明
・
王
陽
明
の
談
話
を
門
人
が
編
集
し
た
『
伝
習
録
』
な
ど

が
有
名
。

㉞�

岩
波
「
却
テ
」。

㉟�

岩
波
「
ト
キ
」。

【
現
代
語
訳
】

　

楊
朱
の
利
己
主
義
や
墨
子
の
兼
愛
主
義
は
、
表
裏
の
違
い
が
あ

る
だ
け
で
、
ど
ち
ら
も
道
に
そ
む
い
て
い
る
。
孟
子
は
、（
楊
・

墨
に
よ
っ
て
塞
が
れ
た
）道
を
か
ら
り
と
広
く
開
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
（
楊
朱
の
）
学
は
『
荘
子
』
か
ら
出
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
聖
人
か
ら
見
れ
ば
異
端
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
の
に
『
荘
子
』
を
『
南
華
真
経
』
と

呼
び
、『
列
子
』
を
『
沖
虚
至
徳
真
経
』
と
命
名
し
た
こ
と
は
、

後
世
の
人
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

　

荀
子
の
性
悪
説
は
孟
子
の
性
善
説
を
批
判
し
て
い
る
。
し
か

し
、
孟
子
の
善
と
す
る
性
と
、
荀
子
の
悪
と
す
る
性
と
は
、
そ
の

指
し
て
い
る
性
が
同
じ
で
は
な
い
。
そ
の
標
的
が
同
じ
で
な
い
場

合
は
、
善
と
い
っ
て
も
悪
と
い
っ
て
も
言
う
人
次
第
で
あ
る
と
い

（ 4 ）



え
よ
う
。
す
で
に
（『
孟
子
』
に
登
場
し
た
）
告
子
の
指
す
性
も

ま
た
荀
子
と
同
じ
で
あ
る
。
揚
雄
の
善
悪
混
在
説
は
見
識
の
な
い

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
い
て
い
孟
子
以
外
の
人
が
み
な
志

と
情
を
兼
ね
て
性
と
い
う
場
合
は
、
悪
と
い
う
人
、
混
在
と
い
う

人
が
あ
っ
て
も
害
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

　
『
荀
子
』
の
書
は
、
性
悪
説
を
除
け
ば
、『
老
子
』『
荘
子
』『
列

子
』
の
諸
子
よ
り
は
優
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。『
説
苑
』『
淮
南
子
』

『
孔
叢
子
』『
楚
辞
』
の
類
は
読
ん
で
も
害
は
な
い
は
ず
。
し
か

し
、
孔
子
の
言
葉
を
引
く
も
の
は
、『
論
語
』『
孟
子
』『
中
庸
』

『
大
学
』
に
出
て
い
る
も
の
以
外
は
、
ど
れ
も
で
た
ら
め
で
あ
る
。

必
ず
信
じ
て
は
な
ら
な
い
。（
欄
外
：
諸
子
百
家
の
書
や
雑
書
に

孔
子
の
言
葉
と
称
す
る
も
の
は
、
ど
れ
も
荘
子
の
い
わ
ゆ
る
「
重

言
」
で
あ
る
。）

　

中
国
は
上
古
の
神
聖
の
時
代
か
ら
、
周
公
・
孔
子
・
顔
回
・
曽

参
・
子
思
・
孟
子
と
い
う
大
賢
が
教
え
を
施
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に

引
き
比
べ
て
、
戦
国
よ
り
秦
・
漢
・
六
朝
・
唐
・
五
代
ま
で
の
儒

者
が
次
々
に
著
述
し
た
も
の
は
多
い
け
れ
ど
も
、
ど
れ
も
で
た
ら

め
で
い
い
加
減
な
書
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
学
風
の
流
れ
が
、
や

が
て
老
荘
思
想
に
混
じ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
悲
し
む
べ
き
で
あ

る
。
漢
や
魏
の
書
物
の
目
次
を
見
て
も
、
該
当
す
る
人
が
い
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
経
書
に
注
を
施
し
た
人
々
や
歴
史
書
を

編
纂
し
た
人
々
に
つ
い
て
は
、
孔
安
国
・
鄭

じ
よ
う

玄げ
ん

・
班
固
・
馬
融
・

蔡さ
い

邕よ
う

・
何か

晏あ
ん

・
趙

ち
よ
う

岐き

・
王お

う

弼ひ
つ

・
韓
愈
以
下
、
孔く

頴え
い

達だ
つ

の
注

ち
ゆ
う

疏そ

に

備
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
ま
だ
不
十
分
で

あ
っ
た
の
を
、
宋
代
に
な
っ
て
、
二
程
子
・
周
濂
溪
・
張
横
渠
・

欧
陽
脩
・
蘇
東
坡
と
い
う
優
れ
た
賢
人
が
続
い
て
登
場
し
、
最
後

に
朱
先
生
に
行
き
つ
い
て
、
六
経
の
趣
旨
が
燦
然
と
輝
き
、
再
び

世
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
学
説
は
四
書
五
経
の
注
解
に
始

ま
っ
て
、『
小
学
』『
近
思
録
』『
二
程
全
書
』『
語
類
』「
語
録
」

の
書
に
お
い
て
詳
し
く
わ
か
る
。
願
わ
く
ば
、
私
の
子
や
孫
に

は
、
宋
の
諸
賢
の
書
を
学
び
読
ん
で
、
そ
の
あ
と
で
私
の
こ
の
書

を
見
て
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
っ
て
ほ
し
い
。
反
対
に
、
こ
の
書

を
前
に
読
ん
で
、
そ
の
後
に
宋
賢
の
書
を
読
む
の
は
、
失
う
こ
と

が
多
い
で
あ
ろ
う
。
繰
り
返
し
て
言
う
が
、
読
む
順
を
乱
し
て
は

い
け
な
い
。

十
七　
《
日
本
に
お
け
る
学
問
》

我わ
が

邦く
に

ニ
テ
ハ
応お

う

神じ
ん

天
皇
ノ
時
ヨ
リ
論
語
・
千せ

ん

字じ

文も
ん

渡
リ
シ
ヨ
シ
ナ

レ
ド
モ
①
中
世
ニ
ハ
徒タ

ダ
②
ニ
仏
書
・
詩
書
・
蒙も

う

求ぎ
ゆ
う

③
・
世せ

説せ
つ

④
ノ

ル
イ
ノ
ミ
ニ
テ
、
忠
孝
仁
義
ノ
学
ハ
ウ
ト
カ
リ
シ
ナ
ラ
ン
。
日
本

紀
ニ
淮え

南な
ん

子じ

ノ
語
ヲ
引
カ
レ
シ
ヲ
以
テ
ミ
レ
バ
⑤
コ
レ
亦
古い

に
し

ヘ

ヨ
リ
ア
リ
シ
ナ
ラ
ン
。
源
平
ノ
後
ヨ
リ
文
学
⑥
ス
タ
レ
テ
、
ツ
イ

ニ
足
利
氏
御ぎ

よ

ヲ
失
フ
ニ
至
ル
⑦
。
士し

大た
い

夫ふ

⑧
ニ
学
ア
ル
人
ナ
シ
。
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字
ヲ
シ
ル
モ
ノ
ハ
唯た

だ

僧
家
ノ
ミ
。
シ
カ
ル
ニ
惺せ

い

窩か

⑨
・
羅ら

山ざ
ん

⑩
ノ

二
先
生
出い

で

テ
、
文
学
始
メ
テ
ヒ
ラ
ク
。
ソ
レ
ヨ
リ
シ
テ
コ
ノ
道
ニ

功
ア
ル
人
多
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
山
嵜
氏
⑪
・
室む

ろ

氏
・
熊く

ま

沢ざ
わ

氏
・
中な

か

江え

氏
・
荻

お
ぎ
ゆ

生う

氏
・
太だ

宰ざ
い

氏
・
新あ

ら

井い

氏
・
貝か

い

原ば
ら

氏
・
伊
藤
氏
父

子
・
浅あ

さ

見み

氏
⑫
等
、
数
輩
相
踵ツ

イ

デ
コ
レ
ガ
最
タ
リ
。
中
ニ
モ
室
・

熊
沢
・
貝
原
・
伊
藤
ノ
諸
先
生
、
著
述
モ
ツ
ト
モ
多
シ
テ
、
経
旨

ヲ
羽
翼
ス
⑬
。
当
世
ニ
ア
リ
テ
ハ
、
我
門
ノ
諸
先
生
⑭
ノ
書
ヲ
ヨ

ム
コ
ト
ハ
勿も

ち

論ろ
ん

ノ
コ
ト
ナ
リ
。
カ
ヘ
ス
〴
〵
モ
門
流
ノ
学
流
ニ
反

ス
ル
コ
ト
ナ
カ
レ
。

【
注
】

①�

『
日
本
書
紀
』応
神
天
皇
十
六
年
に
百
済
か
ら
王
仁
が
来
日
し
、

太
子
が
諸
典
籍
を
学
ん
だ
と
あ
り
、
ま
た
『
古
事
記
』
に
は
百

済
王
か
ら
命
を
受
け
て
来
日
し
た
和わ

邇に

吉き

師し

が
『
論
語
』
と

『
千
字
文
』
を
も
た
ら
し
た
と
あ
る
。
王
仁
は
百
済
で
は
「
ワ

ニ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
吉
師
は
男
性
の
敬
称
。『
千
字
文
』

は
南
朝
梁
の
周
興
嗣
が
武
帝
の
命
を
受
け
て
、
同
じ
文
字
を
用

い
ず
に
四
字
句
を
二
百
五
十
な
ら
べ
、
初
学
者
の
文
字
の
学
習

の
た
め
に
作
っ
た
も
の
で
、
六
世
紀
前
半
の
作
と
見
ら
れ
る
。

応
神
天
皇
の
時
代
は
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
初
め
ご
ろ
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
、
王
仁
が
周
興
嗣
の
『
千
字
文
』
を
も
た
ら
し
た

と
す
る
の
は
時
代
的
に
合
わ
な
い
。『
古
事
記
』
編
纂
時
に
お

い
て
、
学
問
入
門
の
書
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
『
論
語
』
と

『
千
字
文
』
が
書
き
込
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
別
の

『
千
字
文
』（
例
え
ば
魏
の
鍾
繇
の
作
）
で
あ
る
と
す
る
説
も
あ

る
。『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
『
論
語
』
の
名
が
な
い
の
は
、

す
で
に
移
入
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
見
な
す
説
も
あ
る
。

②�

岩
波
「
い
た
ず
ら
」
と
読
ん
で
い
る
。

③�

本
篇
五
に
既
出
。

④�

南
朝
宋
の
劉
義
慶
の
著
『
世
説
新
語
』。
本
篇
五
に
既
出
。

⑤�

本
書
神
代
第
三
の
七
に
詳
述
。『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
巻
首
に

「
古
天
地
未
剖
、
陰
陽
不
分
」
と
あ
る
の
は
漢
の
淮
南
王
劉
安

撰
『
淮
南
子
』
俶
真
訓
に
、「
古
天
地
未
剖
、
陰
陽
不
判
」
と

あ
る
に
基
づ
き
、「
其
清
陽
者
、
薄
靡
而
為
天
」
云
々
は
同
天

文
訓
に
基
づ
く
。

⑥�

『
論
語
』
先
進
篇
の
い
わ
ゆ
る
四
科
に
「
文
学
」
は
学
問
の
意

で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
現
在
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
明
治
以
後
で
あ
る
。

⑦�

「
御
」
は
統
制
力
を
い
う
。
室
町
幕
府
は
第
十
五
代
足
利
義
昭

に
至
っ
て
織
田
信
長
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。

⑧�
本
来
は
中
国
の
高
級
官
僚
を
い
う
が
、
こ
こ
は
日
本
の
支
配
階

層
を
指
す
。

⑨�

藤
原
惺
窩
。
は
じ
め
相
国
寺
の
僧
で
あ
っ
た
が
、
朱
子
学
を
学

び
、
儒
を
以
て
世
に
立
つ
。
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⑩�
林
羅
山
。
藤
原
惺
窩
の
門
人
。
本
篇
七
に
既
出
。

⑪�
岩
波
は
「
山
崎
氏
」。
山
崎
闇
斎
。

⑫�

室
氏
は
室
鳩
巣
、
熊
沢
氏
は
熊
沢
蕃
山
、
中
江
氏
は
中
江
藤

樹
、
荻
生
氏
は
荻
生
徂
徠
、
太
宰
氏
は
太
宰
春
台
、
新
井
氏
は

新
井
白
石
、
貝
原
氏
は
貝
原
益
軒
、
伊
藤
氏
父
子
は
伊
藤
仁
斎

と
そ
の
子
の
東
涯
ら
、
浅
見
氏
は
浅
見
絅
斎
。

⑬�

助
け
る
こ
と
。

⑭�

懐
徳
堂
の
中
井
諸
先
生
を
い
う
。

【
現
代
語
訳
】

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
応お

う

神じ
ん

天
皇
の
と
き
に
『
論
語
』『
千せ

ん

字じ

文も
ん

』
が
渡
来
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
中
世
に
お
い
て
人
々

に
読
ま
れ
た
の
は
た
だ
仏
教
書
や
詩
の
書
物
、『
蒙も

う

求ぎ
ゆ
う』『

世せ

説せ
つ

新
語
』
の
類
い
だ
け
で
、
忠
孝
仁
義
を
説
く
学
に
は
疎
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
に
『
淮え

南な
ん

子じ

』
の
言
葉
を
引
い
て
あ

る
の
を
見
る
と
、
こ
の
書
も
古
く
か
ら
日
本
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
源
平
の
時
代
以
後
、
学
問
は
衰
退
し
、
や
が
て
足
利
幕
府
は

滅
ん
で
し
ま
う
。
支
配
階
層
に
学
問
の
あ
る
人
は
お
ら
ず
、
字
を

知
る
人
は
た
だ
僧
侶
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
藤
原
惺
窩
と
林
羅

山
の
二
先
生
が
出
て
来
ら
れ
、
学
問
が
初
め
て
開
か
れ
た
。
そ
れ

以
来
、
こ
の
道
に
功
績
の
あ
る
人
は
多
い
け
れ
ど
も
、
山
崎
闇

斎
、
室
鳩
巣
、
熊
沢
蕃
山
、
中
江
藤
樹
、
荻
生
徂
徠
、
太
宰
春

台
、
新
井
白
石
、
貝
原
益
軒
、
伊
藤
仁
斎
と
そ
の
子
東
涯
ら
、
浅

見
絅
斎
な
ど
、
何
人
も
の
人
た
ち
が
相
次
ぎ
、
こ
の
頃
が
最
盛
期

で
あ
っ
た
。
中
で
も
室
・
熊
沢
・
貝
原
・
伊
藤
の
諸
先
生
は
、
著

述
が
最
も
多
く
、
経
書
の
趣
旨
の
理
解
を
助
け
る
も
の
で
あ
っ

た
。
現
在
に
お
い
て
は
、
我
が
懐
徳
堂
の
諸
先
生
の
書
を
読
む
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
繰
り
返
し
て
言
う
が
、
我
が
門
流
の
学

問
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

十
八　
《
坐
右
に
お
く
べ
き
書
》

貞じ
よ
う

観が
ん

政せ
い

要よ
う

①
・
名め

い

臣し
ん

言げ
ん

行こ
う

録ろ
く

②
・
牧
氏
忠
告
③
・
聖せ

い

諭ゆ

廣こ
う

訓く
ん

④
・

六り
く

諭ゆ

衍え
ん

義ぎ

⑤
・
帝て

い

範は
ん

⑥
・
臣し

ん

軌き

⑦
等
ノ
書
、
常
ニ
坐
右
ニ
ヲ
キ
テ

コ
レ
ヲ
見
ル
ベ
シ
。
自お

の
ずカ

ラ
得
ル
処
ア
ル
ベ
シ
。
漢
・
魏
ヨ
リ
以

下
六
朝
ノ
叢
書
ト
実
ニ
霄

し
よ
う

壤じ
よ
う

⑧
ノ
差た

が

ヒ
、
同
日
ノ
論
ニ
ア
ラ
ズ
。

唐
・
宋
ノ
諸
賢
、
漢
以
来
ヲ
一
新
ス
ト
云
ベ
シ
。
ツ
ヾ
キ
テ
清
ニ

至
リ
、
夷い

狄て
き

ト
イ
ヘ
ド
モ
、
康
煕
⑨
ノ
徳と

く

沢た
く

四
海
ニ
及
ブ
。
聖
諭

ノ
旨
、
イ
タ
ル
カ
ナ
⑩
。
ア
ヽ
古い

に
しヘ

ヨ
リ
儒
ヲ
以
テ
自み

ず

カ
ラ
居を

リ
、

博
学
ヲ
以
テ
人
ニ
称
セ
ラ
ル
ヽ
人
ノ
著
ス
処
ノ
書
、
多
く
ハ
天
下

後
世
ヲ
惑
ハ
ス
ノ
コ
ト
ニ
シ
テ
、
世
教
ト
ナ
ル
コ
ト
少
シ
。
戦
国

ヨ
リ
六
朝
ニ
至
ル
、
ミ
ナ
コ
レ
也
。
唐
ヨ
リ
以
後
ニ
至
リ
テ
、
記

誦
詩
章
⑪
多
ク
、
王
・
李
⑫
ノ
ゴ
ト
キ
僻へ

き

学が
く

ア
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、

ソ
ノ
余
ハ
大た

い

抵て
い

忠
孝
仁
義
ヲ
宋
⑭
ト
シ
勧
善
懲
悪
ヲ
心
ト
ス
ル
賢
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者
多
シ
。
コ
レ
天
下
ノ
大
幸
ナ
リ
。
苟

い
や
し
くモ

学
ニ
志
ス
人
、
コ
ノ

所
ヲ
踏ふ

み

損そ
ん

ズ
ル
時
ハ
天
下
ノ
廃
物
ト
ナ
ル
。
ヨ
ク
考
フ
ベ
シ

【
注
】

①�

唐
の
呉
兢
撰
。
太
宗
と
群
臣
と
の
政
治
上
の
問
答
を
収
録
し
た

も
の
。
帝
王
学
の
教
科
書
と
し
て
我
が
国
で
も
愛
読
さ
れ
た
。

②�

朱
子
撰
、
李
幼
武
補
。
宋
の
名
臣
の
言
行
録
。

③�

「
牧
氏
」
は
「
牧
民
」
の
誤
記
。
元
の
長
養
浩
撰
。
民
政
上
の

要
点
を
書
い
た
も
の
。

④�

清
の
世
宗
憲
帝
勅
製
。
康
煕
帝
の
聖
諭
十
六
条
を
広
訓
し
た

も
の
。

⑤�

明
の
范
鋐
撰
。
太
祖
が
作
っ
た
六
箇
条
の
教
訓
を
解
説
し
た
も

の
。
な
お
、
こ
れ
を
八
代
将
軍
吉
宗
が
荻
生
徂
徠
に
和
訓
さ

せ
、
室
鳩
巣
に
和
解
を
作
ら
せ
た
の
が
『
六
諭
衍
義
大
意
』
で

あ
る
。

⑥�

唐
の
太
宗
撰
。
帝
王
た
る
者
の
模
範
を
収
録
。

⑦�

唐
の
則
天
武
后
撰
。
臣
下
た
る
者
の
模
範
を
収
録
。

⑧�

天
と
地
。

⑨�

清
の
第
四
代
皇
帝
聖
祖
。
治
政
は
六
十
一
年
に
及
び
、
清
の
地

盤
を
確
立
し
た
。

⑩�

岩
波
「
至
ル
カ
ナ
」。

⑪�

文
章
を
暗
記
し
、
口
先
で
読
む
だ
け
だ
っ
た
り
、
詩
文
を
た
だ

作
る
だ
け
で
実
践
を
伴
わ
な
い
学
問
。

⑫�

明
の
王
世
貞
と
李
攀
竜
。
秦
漢
の
文
章
や
盛
唐
の
詩
を
最
高
と

み
な
し
た
。
彼
ら
を
古
文
辞
派
と
呼
び
、
荻
生
徂
徠
に
影
響
を

与
え
た
。

⑬�

か
た
よ
っ
た
学
問
。

⑭�

岩
波
「
宗
」。

【
現
代
語
訳
】

　
『
貞

じ
よ
う

観が
ん

政せ
い

要よ
う

』『
名め

い

臣し
ん

言げ
ん

行こ
う

録ろ
く

』『
牧ぼ

く

民み
ん

忠ち
ゆ
う

告こ
く

』『
聖せ

い

諭ゆ

廣こ
う

訓く
ん

』

『
六り

く

諭ゆ

衍え
ん

義ぎ

』『
帝て

い

範は
ん

』『
臣し

ん

軌き

』
等
の
書
は
、
い
つ
も
坐
右
に
お

い
て
、
こ
れ
を
読
む
べ
き
で
あ
る
。
自
然
と
得
る
と
こ
ろ
が
あ
る

は
ず
で
あ
る
。
漢
・
魏
よ
り
以
来
、
六
朝
の
雑
多
な
書
と
は
ま
こ

と
に
天
と
地
の
違
い
が
あ
り
、
同
日
の
論
で
は
な
い
。

　

唐
・
宋
の
諸
賢
た
ち
は
、
漢
以
来
を
一
新
し
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
続
い
て
清
に
至
っ
て
、
異
民
族
で
は
あ
る
が
康
煕
帝
の

優
れ
た
恩
沢
は
四
海
に
及
ん
だ
。
聖
諭
の
趣
旨
は
至
上
の
も
の
で

あ
る
こ
と
よ
。
あ
あ
、
昔
か
ら
、
儒
者
を
自
任
し
て
博
学
を
人
に

称
せ
ら
れ
て
い
る
人
が
著
し
た
書
は
、
多
く
は
天
下
後
世
を
惑
わ

す
こ
と
に
な
っ
て
、
世
の
教
え
と
な
る
こ
と
は
少
な
い
。
戦
国
か

ら
六
朝
に
至
る
ま
で
、
み
な
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
唐
よ
り
以
後

に
な
っ
て
、
暗
記
や
口
誦
、
詩
文
を
つ
く
る
だ
け
の
学
問
が
盛
ん

に
な
り
、
王
世
貞
・
李
攀
竜
の
よ
う
な
偏
っ
た
学
問
が
あ
る
け
れ
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ど
も
、
そ
の
ほ
か
は
た
い
て
い
忠
孝
仁
義
を
中
心
と
し
て
、
勧
善

懲
悪
を
志
す
賢
者
が
多
く
い
る
。
こ
れ
は
天
下
に
と
っ
て
大
い
な

る
幸
で
あ
る
。
か
り
に
も
学
問
に
志
す
人
は
、
こ
こ
を
踏
み
損
な

う
と
天
下
の
役
立
た
ず
物
と
な
っ
て
し
ま
う
。
よ
く
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。

十
九　
《『
保
建
大
記
』
と
『
靖
献
遺
言
』》

日
本
ノ
書
籍
多
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
世
教
ニ
渉わ

た

ル
ハ
ナ
シ
。
慶
長
①

以
降
武
徳
熾サ

カ
ンニ

シ
テ
、
文
家
モ
亦ま

た

女
シ
②
ト
セ
ズ
。
大
儒
③
数
輩

著
ス
処
ノ
書
、
ス
コ
ブ
ル
④
孝
弟
仁
義
ヲ
説
ク
コ
ト
多
シ
。
中
ニ

モ
栗く

り

山や
ま

先
生
ノ
保ほ

う

建け
ん

大た
い

記き

⑤
及
ビ
浅
見
先
生
ノ
靖せ

い

献け
ん

遺い

言げ
ん

⑥
コ
レ

ガ
冠
タ
リ
。
保
建
ハ
保
元
建
久
⑦
ナ
リ
。
王
家
ノ
衰

オ
ト
ロ
ヘハ

保
元
ヲ

元も
と

ト
ス
。
鳥
羽
帝
位く

ら
いヲ

崇す

徳と
く

帝
ニ
譲
ル
。
ソ
ノ
後
美び

福ふ
く

門も
ん

院い
ん

⑧
近

衛
帝
ヲ
生
ム
。
ツ
イ
ニ
コ
レ
ヲ
大
子
ト
シ
、
崇
徳
帝
ヲ
シ
テ
位
ヲ

禅ユ
ヅ

ラ
シ
ム
⑨
。
時
ニ
今き

ん

上じ
よ
う

⑩
三
歳
。
上
皇
二
十
三
歳
。
コ
レ
ヨ

リ
上
皇
憤

イ
キ
ド
ウ
リヲ

オ
コ
シ
、
兄
弟
ノ
争
ヒ
ト
ナ
リ
ヌ
。
ツ
イ
ニ
⑪
今

上
崩
シ
テ
、
又
ソ
ノ
⑫
兄
後
白
河
帝
立
ツ
。
上
皇
ノ
為
ニ
亦
弟
ナ

リ
。
関
白
忠た

だ

通み
ち

今
上
ヲ
佑タ

ス

ケ
、
弟
頼よ

り

長な
が

上
皇
ヲ
輔
ケ
、
⑬
源
平
武

臣
⑭
互
ニ
参
リ
テ
、
父
子
兄
弟
ミ
ナ
敵
ト
ナ
ル
。
ツ
イ
ニ
上
皇
敗

シ
テ
讃さ

ぬ

岐き

ニ
遷う

つ

サ
レ
玉
フ
。
コ
レ
ヲ
保
元
ノ
乱
ト
云
。
コ
レ
ヨ
リ

シ
テ
又
平
治
ノ
乱
ヲ
コ
ル
。
ツ
イ
ニ
威
権
平
氏
ニ
ウ
ツ
リ
テ
、
後

白
河
帝
ノ
暗
愚
コ
レ
ヲ
イ
カ
ン
ト
モ
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。
ユ
ヘ
ニ
清き

よ

盛も
り

人
臣
ノ
位
ヲ
究き

わ

メ
、
権
勢
ヲ
弄

モ
テ
ア
ソズ

⑮
。
諸
国
ノ
源
氏
兵
ヲ
オ

コ
シ
、
ツ
イ
ニ
平
氏
ヲ
滅ほ

ろ
ぼシ

、
安
徳
帝
入じ

ゆ

水す
い

、
ソ
ノ
弟
後
鳥
羽
帝

ヲ
立
ツ
。
後
白
河
法
皇
ノ
孫
ナ
リ
。
ソ
レ
ヨ
リ
義よ

し

仲な
か

・
義よ

し

経つ
ね

ノ
艱か

ん

難な
ん

ア
リ
テ
、
ツ
イ
ニ
威
権
頼よ

り

朝と
も

ニ
帰
シ
、
建
久
元
年
頼
朝
上
下
ノ

総そ
う

追つ
い

捕ぶ

使し

⑯
ト
ナ
リ
テ
、
永
ク
武
家
ノ
有ゆ

う

ト
ナ
ル
。
ソ
ノ
元
ハ
鳥

羽
帝
ノ
徳
ヲ
失
フ
ヨ
リ
興
リ
テ
⑰
後
白
河
帝
ノ
柄へ

い

ヲ
失
フ
ニ
成
ル
⑱

コ
ト
ニ
シ
テ
、
二
千
年
ノ
天
下
ツ
イ
ニ
コ
ヽ
ニ
ヲ
ヒ
テ
変
ス
ル
モ

ノ
ナ
リ
。
保
元
ノ
大
変
⑲
、
上か

み

天
子
ヨ
リ
文
宦
⑳
・
武
官
互
ニ
骨こ

つ

肉に
く

ヲ
以
テ
相
争
奪
ス
。
忠
孝
仁
義
ノ
道
イ
ツ
ク
ニ
カ
在
ル
ヤ
。
日

本
ノ
歴
史
モ
ト
ヨ
リ
褒ホ

ウ

貶ヘ
ン

ノ
コ
ト
ナ
シ
。
コ
ヽ
ニ
ヲ
ヒ
テ
㉑
栗
山

氏
専モ

ツ

ハ
ラ
褒
貶
議
評
ヲ
立
テ
、
コ
レ
ヲ
与
奪
ス
㉒
。
ソ
ノ
意
春
秋

ニ
ナ
ラ
ヒ
テ
㉓
乱
臣
賊
子
㉔
ヲ
シ
テ
罪
ヲ
入
ル
ヽ
処
無
カ
ラ
シ
ム

ル
モ
ノ
、
ア
ヽ
本
朝
ニ
ヲ
ヒ
テ
未
発
㉕
ノ
書
ナ
リ
。
ヨ
ム
モ
ノ
ヨ

ク
玩

ク
ハ
ン

索サ
ク

㉖
シ
テ
考
フ
ル
所
ア
ラ
バ
、
ソ
レ
差
ハ
ザ
ル
ニ
庶チ

幾カ

カ
ラ

ン
。
靖
献
ハ
商
書
㉗
ノ
箕
子
㉘
「
自
靖

ヤ
ス
ン
シ

自
献
于
先
生
」
㉙
ノ
語

ニ
取
ル
。
三
仁
ハ
孔
子
ス
デ
ニ
コ
レ
ヲ
称
シ
㉚
、
天
下
ソ
ノ
仁
ヲ

シ
ル
。
故
ニ
コ
レ
ヲ
挙
ゲ
ズ
シ
テ
、
屈
原
以
降
ノ
八
忠
臣
㉛
ヲ
主

ト
シ
、
挙
ゲ
テ
ソ
ノ
余
コ
レ
ニ
類
シ
タ
ル
忠
臣
ヲ
褒
シ
、
又
コ
レ

ニ
反
シ
タ
ル
賊
臣
ヲ
貶
シ
テ
、
天
下
ノ
忠
・
不
忠
ヲ
正
ス
コ
ト
私

意
ヲ
以
テ
セ
ズ
。
万
世
ニ
渉
リ
テ
議
論
ナ
カ
ル
ベ
シ
ト
ス
。
イ
ハ

ユ
ル
ソ
ノ
人
ニ
ハ
、
屈
平
・
諸
葛
亮
・
陶
潜
㉜
・
顔
真
卿
・
文
天

（ 9 ）



祥
・
謝
枋
得
・
劉
因
・
方
孝
儒
㉝
ノ
八
忠
臣
也
。
ソ
ノ
余
、
引
テ

推ヲ
シ

論
ズ
ル
忠
臣
数
十
人
、
反
賊
モ
亦
数
十
人
。
ア
ヽ
浅
見
氏
ノ
骨

髄
コ
ノ
書
ニ
ア
リ
。
コ
ノ
書
ヲ
ヨ
ミ
テ
涕
ヲ
堕ヲ

ト

サ
ヾ
ル
人
ハ
ソ
ノ

人
必
不
忠
ナ
ラ
ン
。
又
コ
ノ
書
ヲ
以
テ
ソ
ノ
浅
見
氏
ノ
人
ト
ナ
リ

テ
想ソ

ウ

像〴
〵

㉞
ス
ベ
シ
。
コ
ヽ
ニ
オ
ヒ
テ
カ
予よ

栗
山
浅
見
二
先
生
ノ
コ

ノ
二
書
ヲ
ツ
子ネ

ニ
愛
玩
ス
ル
コ
ト
久
シ
㉟
。
ユ
ヘ
ニ
論
コ
ヽ
ニ
及

ブ
モ
ノ
ナ
リ
。
我
邦
ノ
述
作
ニ
ヲ
ヒ
テ
ハ
、
先ま

ず

コ
ノ
書
ヲ
以
テ
最

ト
シ
読よ

む

ベ
シ
。
自お

の
ずカ

ラ
得
ル
処
ア
ラ
ン
。
必
シ
モ
㊱
コ
レ
ヲ
廃
ス

ベ
カ
ラ
ズ
。
ユ
ヘ
ニ
丁
寧
反
復
ス
。

【
注
】

①�

年
号
。
一
五
九
六
年
十
月
か
ら
一
六
一
五
年
七
月
。
徳
川
家
康

が
江
戸
に
幕
府
を
開
い
た
の
が
慶
長
三
年
（
一
六
〇
三
）
な
の

で
、
こ
こ
は
江
戸
開
府
以
来
の
意
。

②�

「
女
」
は
「
少
」
の
誤
記
。
岩
波
「
少
ト
セ
ズ
」。

③�

岩
波
「
大
徳
」。
頭
注
に
「
諸
本
『
大
儒
』」
と
あ
る
。「
大
徳
」

は
高
僧
を
指
す
か
ら
、
意
味
の
上
で
も
「
大
儒
」
の
ほ
う
が
正

し
い
と
思
わ
れ
る
。

④�

す
こ
ぶ
る
と
読
む
「
頗
」
は
、
や
や
多
く
、
か
な
り
、
と
い
う

意
。
日
本
語
と
し
て
は
、
お
び
た
だ
し
く
、
は
な
は
だ
、
の
意

と
な
っ
た
。
こ
こ
は
前
者
の
意
と
取
っ
て
お
く
。

⑤�

水
戸
藩
儒
栗
山
潜
鋒
撰
。
保
元
の
乱
か
ら
建
久
年
間
に
頼
朝
が

将
軍
に
な
る
ま
で
を
記
し
た
も
の
。

⑥�

浅
見
絅
斎
撰
。
浅
見
は
崎
門
三
傑
の
一
人
。

⑦�

保
元
は
後
白
河
・
二
条
天
皇
朝
の
年
号
、
一
一
五
六
年
四
月
～

一
一
五
九
年
四
月
。
建
久
は
後
鳥
羽
・
土
御
門
天
皇
朝
の
年

号
。
一
一
九
〇
年
四
月
～
一
一
九
九
年
四
月
。

⑧�

鳥
羽
天
皇
の
皇
后
。中
納
言
藤
原
長
実
の
娘
で
近
衛
天
皇
の
母
。

⑨�

岩
波
「
ユ
ヅ
ラ
シ
ム
」。

⑩�

今
上
天
皇
の
こ
と
。
そ
の
当
時
の
天
皇
を
い
う
。

⑪�

岩
波
「
終つ

い

ニ
」。
頭
注
に
「
Ｂ
本
『
時
ニ
』」
と
あ
る
。

⑫�

岩
波
「
其
」。

⑬�

岩
波
「
輔
ク
。」

⑭�

岩
波
「
源
平
ノ
武
臣
」。

⑮�

岩
波
「
弄
ブ
」。

⑯�

追
捕
使
は
平
安
時
代
に
治
安
を
守
る
た
め
に
置
か
れ
た
が
、
平

安
末
期
に
は
総
追
捕
使
が
寺
社
・
荘
園
に
も
置
か
れ
た
。
源
頼

朝
の
時
代
に
な
り
、
守
護
・
地
頭
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
総
追
捕
使
の
名
は
守
護
と
な
っ
た
。
守
護
の
任
命
権
は
将

軍
に
あ
っ
た
か
ら
、
将
軍
の
異
称
と
も
な
っ
た
。

⑰�
岩
波
「
興
リ
」。

⑱�
岩
波
「
ナ
ル
」。

⑲�

保
元
元
年
七
月
に
起
こ
っ
た
「
保
元
の
乱
」
を
い
う
。
皇
室
内

部
で
は
崇
徳
上
皇
と
後
白
河
天
皇
、
摂
関
家
で
は
藤
原
頼
長
と
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忠
通
の
対
立
が
激
化
し
て
争
っ
た
が
、
崇
徳
側
が
敗
れ
て
上
皇

は
讃
岐
に
流
さ
れ
た
。
こ
の
乱
が
武
士
の
政
界
進
出
の
契
機
と

な
っ
た
と
さ
れ
る
。

⑳�

岩
波
「
文
官
」。

㉑�

岩
波
「
ヲ
ヒ
テ
カ
」。

㉒�

左
に
「
ア
タ
ヘ
ウ
バ
ウ
」
と
記
す
。

㉓�

『
春
秋
』
は
孔
子
が
善
悪
を
褒
貶
し
て
作
っ
た
と
さ
れ
た
。

㉔�

君
主
や
親
に
対
し
、
道
に
は
ず
れ
た
こ
と
を
す
る
臣
下
や
子
の

こ
と
。『
孟
子
』
滕
文
公
下
に
「
孔
子
成
春
秋
而
乱
臣
賊
子
懼

（
孔
子
、
春
秋
を
成
し
て
、
乱
臣
賊
子
懼
る
）」
と
あ
る
。

㉕�

も
と
は
『
中
庸
』
に
出
て
く
る
語
で
、
喜
怒
哀
楽
の
感
情
が
ま

だ
お
こ
ら
な
い
こ
と
を
い
う
こ
と
か
ら
、
ま
だ
外
に
現
れ
な
い

こ
と
を
広
く
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

㉖�

左
に
「
モ
テ
ア
ソ
ヒ
モ
ト
メ
」
と
記
す
。

㉗�

『
書
経
』
の
中
の
殷
時
代
（
商
と
も
い
う
）
の
こ
と
を
書
い
た

部
分
。「
湯
誓
」
か
ら
「
微
子
」
ま
で
十
一
篇
あ
る
。

㉘�

殷
の
紂
王
の
一
族
。
紂
王
を
諫
め
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
狂

人
の
ふ
り
を
し
て
身
を
保
っ
た
。
周
の
武
王
が
紂
王
を
滅
ぼ
し

た
時
、
招
か
れ
た
箕
子
は
「
洪
範
」
を
教
え
た
と
い
う
。
武
王

は
箕
子
を
朝
鮮
に
封
じ
た
。

㉙�

『
尚
書
』
微
子
篇
の
言
葉
。「
先
生
」
は
「
先
王
」
が
正
し
い
。

「
自
ら
靖
ん
じ
自
ら
先
王
に
献
ず
」
と
訓
読
す
る
。

㉚�

三
仁
は
本
篇
十
三
に
既
出
。『
論
語
』
微
子
篇
に
「
微
子
去
之
、

箕
子
為
之
奴
、
比
干
諫
而
死
、
孔
子
曰
、
殷
有
三
仁
焉
」（
微

子
こ
れ
を
去
り
、
箕
子
こ
れ
が
奴
と
為
り
、
比
干
は
諫
め
て
死

す
。
孔
子
曰
く
、
殷
に
三
仁
あ
り
）
と
あ
る
。

㉛�

下
に
列
記
す
る
屈
平
（
字
は
原
）
よ
り
方
孝
孺
に
い
た
る
八
人

を
い
う
。

㉜�

底
本
で
は
「
潜
」
を
こ
ざ
と
へ
ん
に
誤
記
。

㉝�

正
し
く
は
方
孝
孺
。

㉞�

左
に
「
ヲ
モ
イ
ヤ
ル
」。

㉟�

蟠
桃
は
升
屋
の
手
代
向
け
の
教
育
の
た
め
、
こ
の
書
を
講
釈
さ

せ
て
い
る
と
い
う
（
岩
波
頭
注
）。

㊱�

本
書
に
お
い
て
は
「
必
シ
モ
」
は
「
必
ず
」
の
意
で
用
い
ら
れ

て
い
る
。

【
現
代
語
訳
】

　

日
本
に
あ
る
書
籍
は
多
い
と
は
い
っ
て
も
、
世
の
教
え
に
関
わ

る
も
の
は
な
い
。
慶
長
年
間
以
降
、
武
道
が
盛
ん
に
な
り
、
学
者

も
ま
た
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
儒
家
の
大
学
者
と
い
わ
れ
る
人
た

ち
の
著
す
書
に
は
、
少
な
か
ら
ず
孝
弟
仁
義
を
説
く
も
の
が
多

か
っ
た
。
中
で
も
栗く

り

山や
ま

先
生
の
『
保ほ

う

建け
ん

大た
い

記き

』
や
浅
見
先
生
の

『
靖せ

い

献け
ん

遺い

言げ
ん

』
は
そ
の
筆
頭
で
あ
る
。

　
「
保
建
」
と
は
保
元
建
久
の
こ
と
。
天
皇
家
の
衰
退
は
保
元
を
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起
源
と
し
て
い
る
。
鳥
羽
帝
が
位
を
崇す

徳と
く

帝
に
譲
っ
た
。
そ
の

後
、
鳥
羽
帝
の
皇
后
美び

福ふ
く

門も
ん

院い
ん

が
近
衛
帝
を
生
ん
だ
。
そ
こ
で
、

こ
れ
を
太
子
と
し
、
崇
徳
帝
に
位
を
譲
ら
せ
た
。
そ
の
時
、
今
上

帝
は
三
歳
、
上
皇
は
二
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
あ
っ

て
、
上
皇
は
憤
ら
れ
、
兄
弟
の
争
い
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
や
が

て
今
上
帝
が
崩
じ
て
、
ま
た
そ
の
兄
の
後
白
河
帝
が
即
位
し
た
。

上
皇
に
と
っ
て
は
ま
た
弟
に
な
る
。
関
白
忠た

だ

通み
ち

は
今
上
帝
を
、
弟

頼よ
り

長な
が

は
上
皇
を
助
け
、
源
・
平
の
武
臣
が
互
い
に
入
り
混
じ
り
、

父
子
兄
弟
が
皆
な
敵
と
な
っ
た
。
や
が
て
上
皇
は
敗
れ
て
讃さ

ぬ

岐き

に

流
さ
れ
て
し
ま
わ
れ
た
。
こ
れ
を
保
元
の
乱
と
い
う
。
こ
れ
が
原

因
と
な
っ
て
、
さ
ら
に
平
治
の
乱
が
起
こ
っ
た
。
そ
し
て
威
権
は

平
氏
に
移
り
、
暗
愚
な
後
白
河
帝
は
こ
れ
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
清
盛
は
人
臣
の
位
を
き
わ
め
、
権
勢
を

弄
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
諸
国
の
源
氏
は
兵
を
起
こ
し
、
や
が
て
平

氏
を
滅
ぼ
し
、
安
徳
帝
は
入
水
し
て
、
そ
の
弟
の
後
鳥
羽
帝
が

立
っ
た
。
後
白
河
法
皇
の
孫
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
、
義
仲
・
義
経

は
苦
労
を
嘗
め
、
や
が
て
威
権
は
頼
朝
の
も
と
に
帰
し
た
。
建
久

元
年
に
頼
朝
は
天
下
の
総そ

う

追つ
い

捕ぶ

使し

と
な
り
、
以
後
天
下
は
長
く
武

家
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
元
は
鳥
羽
帝
が
徳
を
失
っ

た
こ
と
に
始
ま
り
、
後
白
河
帝
が
権
力
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て

で
き
あ
が
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
二
千
年
の
天
下
は
つ
い
に
こ
こ
に

お
い
て
変
化
し
た
。
保
元
の
乱
は
、
う
え
は
天
子
か
ら
下
は
文

官
・
武
官
に
至
る
ま
で
、
互
い
に
肉
親
同
士
が
相
争
っ
た
。
忠
孝

仁
義
の
道
は
ど
こ
に
あ
る
と
い
う
の
か
。

　

日
本
の
歴
史
に
は
も
と
も
と
外
か
ら
褒
貶
の
批
判
を
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
栗
山
潜
鋒
氏
が
褒
貶
の
批
評
を
立

て
て
歴
史
事
実
に
当
て
は
め
た
。
そ
の
意
図
は
『
春
秋
』
に
な

ら
っ
て
乱
臣
賊
子
に
罪
を
興
さ
せ
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
も
の
で
、

あ
あ
我
が
国
に
お
い
て
い
ま
だ
見
ら
れ
な
か
っ
た
書
で
あ
る
。
読

む
者
が
よ
く
内
容
を
調
べ
て
考
え
つ
く
こ
と
が
あ
れ
ば
、
間
違
い

を
起
こ
さ
な
い
こ
と
に
近
づ
く
の
で
あ
る
。「
靖
献
」
は
「
商
書
」

の
箕
子
の
「
自
ら
靖
ん
じ
自
ら
先
王
に
献
ず
」
の
語
に
由
来
す

る
。
三
仁
に
つ
い
て
は
孔
子
が
す
で
に
こ
れ
を
称
賛
し
て
い
る
か

ら
、
天
下
中
が
彼
ら
が
仁
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
だ
か

ら
、
こ
れ
を
取
り
あ
げ
な
い
で
、
屈
原
以
後
の
八
人
の
忠
臣
を
中

心
に
あ
げ
て
、
そ
の
ほ
か
の
こ
れ
に
類
し
た
忠
臣
を
褒
め
、
ま
た

こ
れ
に
反
し
た
賊
臣
を
誹
謗
し
て
、
天
下
の
忠
・
不
忠
を
正
す
こ

と
に
は
私
意
を
用
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
万
世
に
渉
っ
て
議
論

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
い
わ
ゆ
る
忠
臣
と
は
、
屈
平
・
諸
葛

亮
・
陶
潜
・
顔
真
卿
・
文
天
祥
・
謝
枋
得
・
劉
因
・
方
孝
儒
の
八

忠
臣
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
引
き
合
い
に
し
て
論
じ
た
忠
臣
は
数
十

人
、
反
賊
も
ま
た
数
十
人
い
る
。
あ
あ
、
浅
見
氏
の
精
髄
は
こ
の

書
に
あ
る
。
こ
の
書
を
読
ん
で
涙
を
落
と
さ
な
い
人
は
、
そ
の
人

は
必
ず
不
忠
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
書
か
ら
著
者
浅
見
氏
の
人
と
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な
り
を
想
像
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
私
は
栗
山
・
浅

見
二
先
生
の
こ
の
二
書
を
、
か
ね
て
よ
り
常
日
頃
愛
玩
し
て
い

る
。
だ
か
ら
、
こ
の
書
の
論
も
こ
こ
ま
で
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。
我

が
国
の
著
述
に
お
い
て
は
、
ま
ず
こ
の
書
を
最
上
と
し
て
読
む
べ

き
で
あ
る
。
読
め
ば
自
然
に
得
る
と
こ
ろ
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
必

ず
こ
れ
を
廃
棄
し
て
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
丁
寧
に
繰
り
返
す
の

で
あ
る
。

廿　
《『
大
学
衍
義
』》

大
学
衍
義
①
ノ
書
ハ
、
上か

み

六り
く

経け
い

ヲ
祖
ト
シ
、
歴
史
ニ
正タ

ヾ

シ
テ
事
実

ヲ
蹜
②
ミ
大
学
八
条
ノ
目
③
ニ
序ツ

イ

デ
、
致
知
格
物
、
正
心
誠
意
、

修
身
ヨ
リ
天
下
国
家
ヲ
治
ム
ル
ノ
実
行
ヲ
展ノ

ブ
。
其
次じ

序じ
よ

・
節
目

丁
寧
云い

う

バ
カ
リ
ナ
シ
。
上か

み

天
子
ヨ
リ
下し

も

庶
人
ニ
至
ル
マ
テ
、
コ
ノ

書
ヲ
ヨ
ミ
テ
拳け

ん

々け
ん

服ふ
く

膺よ
う

④
シ
テ
、
事
ニ
コ
レ
ニ
徒
フ
⑤
寸と

き

ハ
、
天

下
ヲ
治
ル
コ
ト
掌

た
な
ご
こ
ろヲ

反か
え

ス
ヨ
リ
易や

す

カ
ル
ベ
シ
。
カ
ヘ
ス
〳
〵
モ

捨す
つ

ル
コ
ト
ナ
カ
レ
。
後
世
ニ
生
レ
タ
ル
幸

さ
い
わ
いニ

ハ
、
カ
ヽ
ル
書
ア

リ
。
及
ビ
貞
観
政
要
ソ
ノ
余
、
前
ニ
序
列
ス
ル
書
ル
イ
ヲ
ヨ
メ

バ
、
コ
レ
己お

の
れヲ

修
メ
人
ヲ
治
ム
ル
ノ
楷か

い

梯て
い

⑥
・
要
法
ミ
ナ
詳
密
ニ

シ
テ
、
師
ナ
ク
シ
テ
モ
天
下
治
マ
ル
ベ
シ
。
徒タ

ヾ

コ
レ
学
ブ
ト
学
バ

ザ
ル
ト
ニ
ア
リ
。
為す

ル
ト
為せ

サ
ル
ト
ニ
ア
ル
ノ
ミ
。
古い

に
しヘ

ノ
疎
ト

今
ノ
密
ト
、
古
ヘ
ノ
実
ト
今
ノ
虚
ト
並
ベ
行
ハ
ル
ヽ
ユ
ヘ
ニ
、
今

ノ
治
法
ハ
能あ

た

ハ
ザ
ル
ナ
リ
。
盛せ

い

饌せ
ん

⑦
備
ヘ
テ
食
ハ
ズ
、
雅が

楽が
く

⑧
奏

シ
テ
聴キ

カ

ズ
、
美
食
並
ベ
テ
視ミ

ズ
。
惜
ム
ベ
キ
カ
ナ
。

【
注
】

①�

宋
の
真
徳
秀
撰
。
首
に
為
治
の
要
、
為
学
の
本
を
述
べ
、
次
は

格
物
致
知
、
誠
意
正
心
、
修
身
、
斉
家
の
四
大
綱
を
説
く
。

②�

岩
波
「
踏
」。「
蹜
」
は
「
せ
ま
る
」
の
意
。

③�

朱
子
は
『
大
学
』
の
格
物
・
致
知
・
誠
意
・
正
心
・
修
身
・
斉

家
・
治
国
・
平
天
下
を
八
条
目
と
し
た
。

④�

両
手
で
物
を
捧
げ
持
つ
よ
う
に
、
心
に
抱
い
て
忘
れ
ず
に
守
る

こ
と
。『
中
庸
』
の
言
葉
。

⑤�

岩
波
「
従
」。

⑥�

岩
波
「
階
梯
」。
階
段
。
目
標
に
到
達
す
る
た
め
の
手
引
き
。

⑦�

見
事
な
ご
ち
そ
う
。

⑧�

正
し
い
音
楽
。
平
安
時
代
以
後
に
宮
廷
で
行
わ
れ
た
音
楽
を
指

す
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
上
述
の
意
で
あ
ろ
う
。

【
現
代
語
訳
】

　
『
大
学
衍
義
』
の
書
は
、
古
く
は
六
経
に
遡
り
、
歴
史
に
正
し

て
事
実
を
踏
み
行
い
、『
大
学
』
の
八
条
目
を
並
べ
、
致
知
格
物
、

正
心
誠
意
、
修
身
を
説
い
て
天
下
国
家
を
治
め
る
た
め
の
実
際
を

展
開
し
た
。
そ
の
項
目
の
順
序
や
要
所
の
丁
寧
さ
は
い
う
こ
と
が
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で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
上
は
天
子
か
ら
下
は
庶
人
に
至
る
ま

で
、
こ
の
書
を
読
ん
で
い
つ
も
忘
れ
ず
に
心
に
抱
い
て
、
物
事
に

あ
た
っ
て
こ
れ
に
従
い
さ
え
す
れ
ば
、
天
下
を
治
め
る
こ
と
は
掌

を
返
す
よ
り
た
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
繰
り
返
し
て
い
う
が
、
こ
れ

を
捨
て
て
は
い
け
な
い
。
後
世
に
生
れ
た
こ
と
で
得
ら
れ
る
幸
運

は
、
こ
の
よ
う
な
書
を
得
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
『
貞
観

政
要
』
や
そ
の
ほ
か
の
前
述
の
書
な
ど
を
読
め
ば
、
自
身
を
修
養

し
人
を
治
め
る
手
引
き
や
要
法
が
す
べ
て
詳
密
に
書
か
れ
て
い

て
、
師
が
な
く
て
も
天
下
は
治
ま
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ

を
学
ぶ
か
学
ば
な
い
か
、
な
す
か
な
さ
な
い
か
に
違
い
が
あ
る
だ

け
で
あ
る
。
昔
の
粗
雑
な
も
の
と
今
日
の
細
密
な
も
の
と
、
昔
の

実
態
あ
る
も
の
と
今
日
の
空
虚
な
も
の
と
を
な
ら
べ
て
行
わ
れ
る

の
で
、
今
日
の
治
法
は
う
ま
く
行
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ご
馳
走

が
備
わ
っ
て
い
る
の
に
食
べ
ず
、
正
し
い
音
楽
が
奏
で
ら
れ
て
い

る
の
に
聴
き
も
せ
ず
、
お
い
し
い
食
ベ
物
を
並
べ
て
も
見
よ
う
と

し
な
い
よ
う
な
も
の
だ
。
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。
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